
中国における日本研究

編 集 後 記

この編集後記 は、 お詫 びの言葉か ら始 めなけれ ばな りません。

1.1989年 の3月 と1990年3月 に日文研で開催 しま した国際 シ ンポ ジゥ

ムの参加者数名か ら、各国の 日本研究事情をお聞 き したのですが、当方

の編集作業が大幅に遅れて しまい、『世界の 日本研究』(第5号)と して、

こ こによ うや く活字 にす ることができま した。1989年 の一部 の日本 研究

事情報告 は 『世界の 日本研究』(第2号)に 掲 載 され て います 。 ワキ サ

カ、 ボ ライソ、 ウィシュワナ タン、 リディー ンの四氏 の文章 がそれな の

ですが、 この時に掲載 で きなか ったのが、ス ラジャヤ、セイズ レー、 キ

ムの三 氏 の文章 です。活字 にす るのが大幅に遅 れた こと、この場を借 り

ま してお詫 び申 し上 げます。

2.ま た、1990年 の ものが ヴィンケルホー フェローバー、 ファ トヒ、 エ

セ ンベルの三氏 の文章 です 。ク リステ ワ氏の もの は、1991年1月 に 日文

研 で開催 しま した 「特別研究:世 界にお ける日本 認識 の形 成過 程 とその

現状」 の研究会 で報告 して もらった ものです。

3.魯 氏の文章 は、1992年 の6月 に国際交流基 金の フェロー として関西

学院大学 に滞在 中の同氏 に、日文研で開催 したセ ミナーで報告 して もらっ

た ものに、帰国後新 たに中国の 日本研究 の全体像 を見渡 せるよ うな文章

を付 け加 えて もらった ものです。内容 に、い ささか重 なる部分 もあ りま

す が、そのまま掲載す る ことにいた しま した。

4.『 世界 の日本研究』(第2号)の[編 集後記]に 『世界 の日本研究』

の編集方針 は書 いて あ ります。 ご参考下 さい。投稿歓迎 いた します。

1993年6月

園 田英弘
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